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情報ではなく、 「科学情報」のことで、物理学や化学、工学などの他、農業、生物学、保健、コンピューターなどの自然科学分野の情報が中心であり、社会科学分野は人文科学と応用社会学 、これら科 分野の発展のための「情報へのアクセス」 、それもインターネットで誰でも無料で自由に情報の内容すべてが見られるという「オープンアクセス」を広めようとしているの ある。
　この情報アクセスに向けた戦略として、
科学・技術省ブラジル科学・技術情報研究所（ＩＢＩＣＴ）のＫＵＲＡＭＯＴＯ博士によれば、二通りの道があるとい 。公称ではないが、グリーン ・ ロード ゴールド ・ロードと名付けられたも で、前者は機関リポジトリの構築を行う道、後者はオープンアクセスジャーナルの拡大を図る道、この二つの道をたどる目的が「オ プンアクセス」にあるという。
　ここでは、この二つの戦略の内容を中心









会の下院議員が提案したもので、二〇〇八年五月に下院の科学・技術・通信・情報委員会を通過し同年一二月現在、教育・文化委員会で審議されている。 の後、憲法司法委 と下院本会 を経て上院に送られ、そこの各委員会でも審議される。
　科学委員会で修正意見が付けられたが、

















あるが、英国サザンプトン大学が運営するＲＯＡＲ（オープンアクセスリポジトリ登録）によれば 全世界の登録済みのリポジトリで、ブラジルは第五位で六二（昨年末時点）あるという。途上 の中ではすでに最大であるが 法案が成立すれば設置が一段と進むことは間違 なく 一位 アメリカに匹敵する三桁の数になるであろう。
　なお、ＩＢＩＣＴには、ＢＤＴＤ（ブラ















もこの開発・運営への支援を実施し始めた。この結果、一九九八年ネットに載ったこの電子ジャーナルのコレクションは国内一〇誌にすぎなかったが、 現在では 一四誌 （うちカレントな雑誌は一九三誌） なるまでに至っている。
　このコレクションの雑誌を分野別に見れ
ば、環境や教育などの人文科学 六一 、応用科学の政治や経済誌が二五誌で社会学分野は計八六誌、自然科学分野では、保健科学七〇誌 農業科学二八誌、生物学二七誌、工学一三誌の計一三 それに言語・芸術の二誌である（ただし、すべて初号から収録されているわけではな 。また複数の部門に分類されてい 雑誌もあり合計すれば二一四 以上とな ） 。
　そして今、
SciE
L
O
は国際プロジェクト
へと発展している（参加国の国別サイトはSciE
L
O
の後にその国の英語名が付く） 。
この国際プロジェクトには、ブラジルの他、ラテンアメリカ五カ国にポルトガルとスペインも加わり、八カ国のコレクションの合計は六〇四誌に達している。更に、他のラ
テンアメリカ五カ国でもこれに加わる準備作業を進めている。このため、
SciE
L
O
の
画面はポルトガル語の他、スペイン語と英語の三カ国語で表示できる。
　　以上、二つの戦略には連邦政府の科学・
技術省が深く関与しており、科学情報へのオープンアクセスを目指す国家プロジェクトの姿が見えている。
　なお、この他に電子ジャーナル 関する
政府機関 ポータルとして、教育省の高等教育人材育成機構（ＣＡＰＥＳ）が設置・運営しているものがある。国内外一万二〇〇〇誌以上の雑誌の記事全文の他、一二〇強のデータベースへのアクセスを無料で提供しているが、対象が参加機関の利用者のみであり、無料で誰でも利用できるオープンアクセスではない。●アドレス 覧
（以下のサイトは最後
を除きポルトガル語表示である
）
＊前記法案の内容や審議状況に関 は
ブラジル下院：
http://w
w
w
.cam
ara.gov.
br/sileg/P
rop_D
etalhe.asp?id=
3223
＊ＢＤＴＤ：
http://bdtd.ibict.br/
＊
Ｏａｓｉｓ・Ｂｒ：
http://oasisbr.ibict.br/
＊ＳｃｉＥＬＯ・Ｂｒａｚｉｌ：
http://
w
w
w
.scielo.br/
（おぎの 　ようじ／アジア経済研究所図書館）
